
　　10 月 11 日、第 48 回町民歩く会を開催し10 月 11 日、第 48 回町民歩く会を開催し
ました。当日参加した 40 人は、総合体育館ました。当日参加した 40 人は、総合体育館
から筑波山神社までの約 25km の道のりをから筑波山神社までの約 25km の道のりを
完歩しました。完歩しました。

（関連記事７ページ）（関連記事７ページ）

主な内容主な内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
◎就職祝金の申請はお済みですか？◎就職祝金の申請はお済みですか？
　　　　　　　　　　　　　・・・４ページ　　　　　　　　　　　　　・・・４ページ
◎同窓会の開催を支援します！◎同窓会の開催を支援します！
　　　　　　　　　　　　　・・・５ページ　　　　　　　　　　　　　・・・５ページ
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いずれも国が定めた基準内に収まり、
町の財政は健全な状態であると認め
られました。

健全化判断比率とは
　　財政の早期健全化や再生の必要
　　性を判断するための指標

資金不足比率とは
　　町の公営企業の資金不足をその
　　事業規模と比較して指標化した
　　もの

令和７年度決算総額は、
　　歳入が２０２億円
　　歳出が１９０億円
　　　　　　になりました。

一般会計とは
　　福祉や教育など住民に広く行わ
　　れる事業に係る会計のこと

特別会計とは
　　特定の事業を行う場合、一般会計
　　と区分して経理する会計のこと

◆特別会計の決算状況
会計区分 歳入決算額 歳出決算額

国 民 健 康 保 険 28 億 2,439 万円 26 億 2,016 万円
後期高齢者医療 3 億 3,571 万円 3 億 2,785 万円
介 護 保 険 19 億　790 万円 18 億 6,213 万円
中 央 土 地 区 画 1 億 5,439 万円 1 億 1,160 万円

◆企業会計の決算状況
区　分 収入決算額 支出決算額

水道
事業

収益的収支 5 億　183 万円 3 億 6,197 万円

資本的収支 2 億　418 万円 3 億 7,979 万円

下水道
事業

収益的収支 6 億 4,216 万円 6 億 1,082 万円

資本的収支 3 億 4,707 万円 4 億 8,489 万円

◆八千代町の健全化判断比率
八千代町 早期健全化基準 財政再生基準

実 質 赤 字 比 率 － 14.44％ 20.00％
連結実質赤字比率 － 19.44％ 30.00％
実 質 公 債 費 比 率 6.6％ 25.0  ％ 35.0  ％
将 来 負 担 比 率   － 350.0  ％      －

※�赤字額がないため、実質赤字比率と連結実質赤字比率は「－」、
　将来負担額が解消されたため、将来負担比率は「－」と表示して
　います。

◆八千代町会計別資金不足比率
水道 下水道 中央土地区画

資 金 不 足 比 率 － － －
経営健全化基準 20.0％

※資金不足額がないため、資金不足比率は「－」と表示しています。

自
主
財
源

依
存
財
源

歳入
132 億
6,452 万円

町税
32 億 8,288 万円

（24.7％）

寄附金
19 億 2,196 万円

（14.5％）

歳入決算額の内訳一般会計

地方交付税
20 億 6,526 万円

（15.6％）

     国庫支出金
20 億 981 万円

（15.2％）

町債 5 億 5,450 万円（4.2％）

      県支出金
8 億 4,118 万円（6.3％）

地方消費税交付金  	 5 億 6,756 万円（4.3％）
地方譲与税                1 億	 5,398 万円（1.2％）
その他	                        1 億 5,636 万円（1.1％）

　令和８年第３回町議会定例会で、令和７年度の一般会計をはじめとする各会計の決算について審査され、決算
が認定されました。「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づく、健全化判断比率・資金不足比率と
令和７年度決算状況についてお知らせします。

※本文および図表などは、千の位を四捨五入しています。

歳出
122 億
1,751 万円

民生費
32億 6,573 万円
（26.7％）

総務費
35 億 3,289 万円

（28.9％）

衛生費
5 億 5,407 万円

（4.6％）

教育費
10 億 3,900 万円

（8.5％）

土木費
11 億 3,919 万円

（9.3％）

公債費
5 億 8,802 万円

（4.8％）

農林業費
14 億 6,717 万円

（12.0％）

歳出決算額の内訳消防費　4 億 6,395 万円（3.8%）
議会費　1 億 2,216 万円（1.0%）
その他　　　4,533 万円（0.4%）

特別会計

繰入金	6 億 1,260 万円（4.6％）
諸収入	2 億 6,290 万円（2.0％）
その他	　　6,601 万円（0.5％）

健全化判断比率および資金不足比率

繰越金
7 億 6,952 万円

（5.8％）

財政状況のお知らせ 令和７年度決算状況
健全化判断比率および資金不足比率
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広告

区　分 予算額 収入済額 執行率

町 税 30 億 1,433 万円   21 億 8,427 万円 72.5％

地 方 交 付 税 18 億 3,001 万円 14 億 1,957 万円 77.6％

国 庫 支 出 金 13 億 6,519 万円 2 億 9,765 万円 21.8％

寄 附 金 13 億　708 万円 8 億 8,089 万円 67.4％

繰 入 金 12 億 6,237 万円 0 円 0.0％

県 支 出 金 8 億 8,531 万円 9,797 万円 11.1％

町 債 1 億 8,950 万円 0 円 0.0％

そ の 他 16 億 6,722 万円 14 億 6,646 万円 88.0％

合 計 115 億 2,101 万円 63 億 4,681 万円 55.1％

区　分 予算額 支出済額 執行率

民 生 費 33 億 9,942 万円 13 億 3,973 万円 39.4％

総 務 費 30 億 9,504 万円 13 億　524 万円 42.2％

土 木 費 12 億　724 万円 3 億 4,777 万円 28.8％

教 育 費 10 億 1,908 万円 3 億 7,540 万円 36.8％

農林業費 9 億 2,303 万円 3 億 1,729 万円 34.4％

衛 生 費 6 億 4,414 万円 2 億 9,381 万円 45.6％

公 債 費 5 億 7,883 万円 2 億 8,718 万円 49.6％

そ の 他 6 億 5,423 万円 3 億 3,586 万円 51.3％

合 計 115 億 2,101 万円 46 億　228 万円 39.9％

◎町有財産・基金の状況
土　地	 689,720m2 （道路・河川は含まない）
建　物	 69,808m2

基　金　57 億 9,227 万円
◎�町債現在高 

95 億 8,222 万円（特別会計を含む）
（内訳）

一般会計                                 54 億 5,683 万円
  （内   臨時財政対策債★　 26 億 9,096 万円）　　　
下水道事業会計                     38 億	5,285 万円
中央土地区画整理事業会計  2 億	   969 万円
水道事業会計                          　　6,285 万円

決算・予算執行状況に関する問い合わせ　
財務課財政係　（内線３１２０）

❖一般会計

（令和８年９月 30 日現在）
　令和８年度の上半期（令和８年４月１日から令和８年 9 月 30 日まで）の予算執行状況がまとまりました。
　皆さんに納めていただいた大切な税金などが、どのように使われているのかをお知らせします。

歳入 歳出

会計別 予算額
歳　入 歳　出

収入済額 執行率 支出済額 執行率
国 民 健 康 保 険 30 億 6,159 万円 11 億 7,422 万円 38.4％ 9 億 2,573 万円 30.2％
後 期 高 齢 者 医 療 3 億 6,401 万円 1 億 2,219 万円 33.6％ 6,852 万円 18.8％
介 護 保 険 20 億 3,168 万円 9 億 　147 万円 44.4％ 7 億 6,709 万円 37.8％
中 央 土 地 区 画 1 億 2,152 万円 1,155 万円 9.5％ 3,906 万円 32.1％

合　　計 55 億 7,880 万円 22 億　943 万円 39.6％ 18 億　  40 万円 32.3％

❖特別会計

❖企業会計
会計 区　分 予算額 執行額 執行率

水
道

収益的収入 5 億 3,887 万円 2 億 3,681 万円 43.9％
収益的支出 4 億 4,409 万円 1 億 2,352 万円 27.8％
資本的収入 4,760 万円 0 円 0.0％
資本的支出 4 億 7,097 万円 1 億　819 万円 23.0％

下
水
道

収益的収入 6 億 3,157 万円 2 億 2,558 万円 35.7％
収益的支出 6 億 4,370 万円 9,786 万円 15.2％
資本的収入 2 億 9,408 万円 5,285 万円 18.0％
資本的支出 4 億 5,010 万円 1 億 8,060 万円 40.1％

令和８年度上半期予算執行状況

★臨時財政対策債とは
　地方交付税の財源不足に対処するため、不足する金額の
　一部を、一旦地方公共団体で借金をしてまかなう地方債
　です。後年度の地方交付税の算定に含めるため、実質的
　には地方交付税と言えるものです。
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＼新規学卒者の皆さまへ／

就職祝金就職祝金 の
申請はお済みですか？

問い合わせ
まちづくり推進課地方創生係（内線３４２０）

町内の事業所等に就職した方に就職祝金を支給（20万円）
【申請方法】
就職した年度の 11 月 30 日までに
必要書類を役場３階まちづくり推進課に提出

【対象者（以下の全てを満たす人）】
①雇用される年の３月に中学校、高校、専門学校、短期大学、大学、大学院等を卒業している人
②町内に本社、事業所等を有する個人または法人で、雇用保険法による適用事業を行う事業所に就職する人
③雇用保険法に規定する被保険者で、かつ雇用期間の限定がなく事業主に正規雇用で雇われた従業員のうち、
　事業所の所定労働時間を通じて常勤する人
④ 7 月 1 日までに雇用され、翌年の 1 月 1 日まで継続して勤務し、町内に住所を有している人（雇用基準日
　に町外に住所を有し、11 月 30 日までに町内に転入する人を含む）
⑤就労する企業に、事業主、取締役など経営を担う職務を務めている 2 親等以内の親族がいない人
⑥町税の滞納がない人
⑦八千代町暴力団排除条例に規定する暴力団員等でない人

奨学金の返還を支援（最大 60万円）
【申請方法】
就職した年度の１月１日～ 31 日までに
必要書類を役場３階まちづくり推進課に提出

【対象者（以下の全てを満たす人）】
①申請日が属する年の１月１日に町内に住所を有し、現に居住している人
②返還開始から５年経過するまでの間、町内に住所を有し、実際に居住し続ける見込みである人
③ 35 歳以下の人
④奨学金の借り入れが終了し、その返還を開始している人
⑤１年以内に高校、専門学校、短期大学、大学、大学院等を卒業している人
⑥次のいずれかに該当する人
　〇雇用期間の定めのない契約により雇用されている、雇用保険法第４条第１項に規定する被保険者
　〇個人で農業その他事業を営む人またはその事業専従者

下記の方は対象外となります。
　●国家公務員または地方公務員として常時勤務している人（会計年度任用職員を含む）
　●独立行政法人に雇用されている人（会計年度任用職員を含む）
　●同一世帯内で町税等の滞納がある人
　●申請対象年に対して、既に同様の補助金を申請または受領している人
　●過去に本補助金の交付の決定を受けたことがある人
　●その他補助金を交付することが不適当であると町長が認めた人

町ホームページ

町ホームページ

令和８年度は
11 月 30 日（月）までに申請

令和８年度は
１月４日（月）～２月１日（月）

までに申請
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同窓会の要件（以下の要件をすべて満たすこと）
〇町内で開催すること
〇出席者同士が、本補助金交付要綱の趣旨に則った交流、
　意見交換などを行える機会があること
〇出席者が、町内の小学校、中学校を卒業していること
〇学校、学年、学級、部活などのグループ単位で開催する
　こと
〇出席者の総数が 10 人以上かつ出席者の 3 割以上が町外
　に住所を有する人であること
〇開催日の属する年度の４月２日から翌年の４月１日
　までの間に達する出席者の年齢が 25 歳から 40 歳
　までであること
〇主催者は出席者に対し、町が提供するパンフレットなど
　の配布や周知を行い、町の施策に関する情報発信に協力
　すること

補助対象経費
〇同窓会の開催に要する企画および広告に係る経費
〇案内文書の作成および送付に要する経費
〇会場の使用に係る経費
〇集合写真の印刷に係る経費
〇同窓会での飲食に係る経費（町内の飲食店などに
　支出するものに限る）
〇その他町長が必要と認める経費
※交付決定日以前に支出した経費は、対象外です。

補助金額（以下のいずれか低い額で上限 20万円）
〇同窓会の出席者（来賓などを除く）の数に 2,000 円
　を乗じた額
〇補助対象経費の 2 分の 1 の額
※予算に限りがあるため、事前相談の上、開催日の
　２週間前までに申請してください。

詳細はこちら詳細はこちら
（町ホームページ）（町ホームページ）

人口減少対策として、同世代が集まって地元の良さを再発見する機会を創出し、人口減少対策として、同世代が集まって地元の良さを再発見する機会を創出し、
郷土愛の醸成、Uターンおよび定住促進を図るため、郷土愛の醸成、Uターンおよび定住促進を図るため、
若者世代の同窓会開催費用の一部を補助します。若者世代の同窓会開催費用の一部を補助します。

広告 広告

広告

＼ 25～ 40 歳の皆さまへ／

同窓会同窓会の
開催を支援します！

問い合わせ
まちづくり推進課地方創生係（内線３４２０）
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Topicsまちの話題
iPhone 版 Android 版

町公式アプリを登録すると、
町公式 SNS が簡単に見ること
ができます。

　町では、９月 15 日から２月 10 日にかけて、町
内の小中学校で「イングリッシュ・デー」を実施し
ています。これは、町内の ALT が一つの学校に集
まり、児童生徒と学校生活のさまざまな場面で英
語を使って１日を過ごすものです。初回の９月 15、
16 日には、中結城小学校（太田一茂校長）で実施。
児童たちは図工や体育、音楽の授業を通じて、英語
でのコミュニケーションを楽しみました。

イングリッシュ・デー実施中

　町社会福祉協議会では、88 歳・100 歳を迎える
方、100 歳以上の方にお祝いの品を贈呈しています。
９月 25 日、野村町長が敬老訪問として今年度 100
歳を迎える土田くらさんの自宅を訪問し、内閣総理
大臣から 100 歳の長寿のお祝い状と記念品を手渡
しました。土田さんは、好き嫌いなく何でもよく食
べ、庭を歩いたり、スポーツ番組を鑑賞したりする
ことが好きだと話していました。

100 歳のお祝いで敬老訪問

　９月 25 日、中央公民館大ホールで臨床心理士・
公認心理士の浅見大紀さんを講師に迎え、認知症講
演会を開催しました。講演では、認知症の基礎知識
のほか、頑張りすぎず心にゆとりを持つことの大切
さなどについての話がありました。その後は、町の
キャラバン・メイトによる、認知症の方への対応に
ついて良い例と悪い例の寸劇が行われ、参加者は楽
しみながら認知症への理解を深めました。 

認知症講演会開催

　10 月 ９ 日、 役 場 庁 議
室で夢キャンドルナイト
2026 実行委員会（柴信一
実行委員長）からの寄付金
贈呈式を行いました。これ
は、町の子どもたちの夢を
育むためにと 10 万円が寄
付されたものです。

夢キャンドルナイト実行委員会から寄付
　10 月 14 日、明治安田生
命保険相互会社つくば支社

（幸森真人支社長）からの寄
付贈呈式を行いました。これ
は、同社が取り組む「私の地
元応援募金」として同社と同
社の従業員から 701,500 円
が寄付されたものです。

明治安田生命保険相互会社から寄付

　10 月 10 日、中央公民館で町内の子育て支援団
体共催の「ハロウィンパーティー 2026」を開催し
ました。当日は、思い思いの仮装をして来場した子
どもたちがアイドルの曲のダンスに挑戦したり、人
形劇を鑑賞したりしたほか、ハロウィン仕様のフォ
トスポットでの記念撮影、お菓子すくい、オリジナ
ルキーホルダーづくりなどをして、ハロウィンムー
ドに包まれながらさまざまな遊びを楽しみました。

ハロウィンパーティー開催
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問い合わせ　スポーツ振興課スポーツ振興係
　　　　　　（総合体育館内）℡ 0296-48-2469

（敬称略）

■第 36 回古河市三和近隣低学年学童野球大会
〔と　き〕７月 18 日（土）、19 日（日）、
　　　　  ８月１日（土）
〔ところ〕三和野球場　ほか
〔主　催〕古河市三和学童野球連盟
〔主な結果〕
ドリームの部Ａブロック
優　勝　八千代ファイターズ

■第 18 回八千代町近隣バレーボールスポーツ少年団
　交流大会
〔と　き〕９月５日（土）、６日（日）
〔ところ〕八千代町総合体育館
〔主　催〕八千代町バレーボールスポーツ少年団
〔主な結果〕
女子・混合の部　２位トーナメント
優　勝　八千代フェニックス
男子・混合の部　２位トーナメント
優　勝　八千代フェニックス

スポーツ大会の結果 ■第 109 回町民野球大会
〔と　き〕９月６日（日）、13 日（日）
〔ところ〕八千代町民公園
〔主　催〕八千代町スポーツ協会
　　　　  八千代町軟式野球連盟
〔主な結果〕
優　勝　八千代一中ОＢ
準優勝　モンスター

優勝した八千代ファイターズの皆さん

優勝した八千代一中OBの皆さん

第 48回町民歩く会を開催

■第 30 回八千代町近隣学童野球大会
〔と　き〕９月 19 日（土）、20 日（日）
〔ところ〕八千代町民公園Ａ・Ｂグラウンド
〔主　催〕八千代町スポーツ協会
〔主な結果〕
優　勝　八千代ファイターズ

優勝した八千代ファイターズの皆さん

　10 月 11 日、総合体育館から筑波山神社までの約 25㎞を歩く「第 48 回町民歩く会」を開催し、10 歳から
85 歳までの約 40 人が参加しました。参加者は、午前５時に総合体育館を出発。鬼怒川にかかる長塚橋を渡り、
高道祖神社（下妻市）と筑波山口バスターミナル（つくば市）で休憩を取りながら筑波山神社までの道のりを歩
き切り、「完歩賞」の賞状を手にしました。
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見て見て！うちの子見て見て！うちの子  

てんちゃん　２歳
チワワ

ももちゃん　２歳
アメリカンカール

良き遊び相手　
（井出　毅さん）

シンバちゃん　１歳

いたずらニキ
本当の兄弟じゃないけど
ジジと仲良し
　　　（高橋　裕美さん）

ルーンちゃん　６歳

こむぎちゃん　６歳

ムーンちゃん　６歳

仲良し兄妹のねこちゃん
ズ♡我が家の癒し担当で
す

（板橋　彩夏さん）

なつちゃん　１歳　
キジトラ

去勢手術を頑張り、おめ
めがうるうるです。
　　　（秋葉　礼美さん）

みんなの広場では、みなさんからの投稿をお待ちしています。
問い合わせ　秘書課広報ＰＲ係（内線３５３０）

お子さんの
写真募集中！
応募はこちら▶

ペットの
写真募集中！
応募はこちら▶

笑顔がいいね！笑顔がいいね！  

父　和真さん
母　波音さん

堤
つつみ

 湊
み な と

音ちゃん　
令和５年５月 11 日生まれ

堤家のアイドル、みなと
くん ^^ いつもかわいい
笑顔をありがとう！これ
からも家族みんなで、た
のしい思い出をたくさん
作ろうね！

父　翔さん
母　満樹さん

國
こ く ふ だ

府田　実
み は な

花ちゃん　
令和８年４月 25 日生まれ

実花が生まれてきてくれ
て、毎日がもっと幸せに
なりました。これからも
ずっと大切な宝物です。
大好きだよ。

  ＼お子さまの写真募集／＼お子さまの写真募集／  
掲載対象者　町内在住で生後５歳くらいまでのお子さま
申 込 方 法　右記二次元コードの申し込みフォームから申し込み
問い合わせ　秘書課広報ＰＲ係（内線３５３０）
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町長コラム vol.73

長雨の影響およびその後の対策

広告

や　ち　よ　文　芸

　

赤
子
抱
く
命
重
た
き
豊
の
秋

　
　
　
　
　

久
下
田　
　

川　

村　

ヱ
イ
子　

秋し
ゅ
う
り
ん

霖
や
日
本
列
島
降
り
崩
す

　
　
　
　
　
　

大　

里　
　

山　

中　

康　

雄

こ
の
暮
ら
し
父
に
告
げ
た
き
い
わ
し
雲

太　

田　
　

古　

橋　

愛　

子　

秋
爽
や
句
集
片か

た

え方
に
老
眼
鏡

　
　
　
　
　
　

小　

屋　
　

倉　

持　

幸　

子
　

新
米
に
粗
食
の
昔
想
ひ
け
り

　
　
　
　
　

菅　

谷　
　

照　

内　

美
代
子

　

謙
虚
に
と
生
き
て
行
き
た
し
鰯
雲

塩　

本　
　

田　

村　

み
つ
る

草
原
の
羊
の
群
れ
や
鰯
雲

松　

本　
　

野　

口　

ま
さ
子

被
災
地
の
増
え
る
を
傷
む
鰯
雲

新　

井　
　

片　

野　

み
さ
を　
　

鰯
雲
仮
設
も
遠
き
行
幸
か
な

下
妻
市　
　

神　

保　

健　

雄

鳶と
ん
び

舞
い
稲
穂
色
付
く
休
み
明
け

　

見
守
り
し
つ
つ
ふ
れ
あ
い
楽
し

                   

粟　

野　
　

土　

屋　

ふ　

き

嗚
呼
何
故
ニ
優
愛
姿
後
光
差
ス

看
護
人
々
病
室
ノ
日

太　

田　
　

山　

口　

正　

明

も
ろ
こ
し
を
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
ご
と
食
み
た
る
を

今
は
粒
つ
ぶ
噛
み
て
味
わ
う

芦
ケ
谷　
　

須　

澤　

哲　

郎

短　
　

歌

俳　
　

句

八
千
代
文
芸
俳
句
会
選

　昨年 11 月のコラムは「動き出すふたつの取
り組みについて」という内容でした。子育て住
宅と大人向け英会話教室の件です。どちらも順
調な滑り出しとなりました。感謝いたします。「継
続は力なり」ですので、さらに推し進めてまい
ります。
　本題でありますが、8 月半ばすぎからの相次
いだ台風接近や秋雨前線の停滞の影響は深刻で、
当町においても大きな被害を受けることになり
ました。
　特に台風 25 号による大量の降雨が原因で、
宅地や道路の浸水により交通機関への影響など
私たちの暮らしや基幹産業である農業等に大き
な爪痕を残しました。収穫・作付けなど大事な
時期における長雨の影響、農作物への被害はま
さに深刻であります。現在町では、すでに行っ
た被害調査の結果をもとに、JA 常総ひかり等と
ともにより正確な状況調査を行い、被害に対す
る適切な支援を行うべく準備を進めています。
　また、激しい雨の中、土嚢を施した雨水の側

溝への誘導や宅地への浸水を防ぐポンプ車によ
る排水活動等、消防団の精鋭に感謝いたします。
　一方、町も災害対策本部を立ち上げ、芦ケ谷
新田地内において小破水の危険が生じたことか
ら、中央公民館を自主避難所に指定し、想定さ
れる区域全戸に対し個別訪問を行い、避難要請
いたしました。この命を守る取り組みは、八千
代町初となります。ご協力ありがとうございま
した。
　今回一連の流れの中で「なぜこんなにも水が
引かないのだろうか」「あふれるのか」という意
見が多く出されました。一つとして側溝が機能
していないという理由があげられました。この
件についても、きちんと精査し、きちんとした
対策を講じてまいります。
　町では、引き続き安全で安心な生活確保に向
けて努力してまいりますが、町民の皆さまにお
かれましても、気づいた点がございましたら、
担当部局宛てにぜひご意見を聞かせていただき
たいと思います。
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お知らせ版お知らせ版役場へのお電話は、代表番号におかけのうえ、
電話交換担当に内線番号をお申し付けください。

0296-48-1111

防災行政無線の放送内容は電話で確認ができます 0296-49-4321

№ 837№ 837

　

茨
城
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

　

０
２
９
‐
２
２
１
‐
７
５
０
５

　

急
な
病
気
や
ケ
ガ
で
救
急
車
を

呼
ぶ
か
迷
っ
た
と
き
や
、
す
ぐ
に

医
療
機
関
に
受
診
す
る
べ
き
か
不

安
な
と
き
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
相
談
受
付　

24
時
間
３
６
５
日
】　

〇
お
と
な　

＃
７
１
１
９　

〇
子
ど
も　

＃
８
０
０
０　
　

※
相
談
は
無
料
で
す
が
、
通
話
料

が
か
か
り
ま
す
。

　

茨
城
県
医
療
政
策
課

　

０
２
９
‐
３
０
１
‐
３
１
８
６

募
集
科　

Ｆ
Ａ
ロ
ボ
ッ
ト
科
、
電

気
エ
ン
ジ
ニ
ア
科
、
溶
接
マ
ス

タ
ー
科
（
全
科
１
年
訓
練
）

対
象
者　

高
校
卒
業
者
（
見
込
み

者
含
む
）、
大
学
卒
業
者
、
大
学

中
退
者
、
離
職
者
等

出
願
期
間　

11
月
12
日
（
木
）
～

12
月
２
日
（
水
）

試
験
日　

12
月
９
日
（
水
）

保
育
の
お
仕
事
就
職
相

談
会

て
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

※
鳥
獣
保
護
区
等
に
お
い
て
も
、

特
別
な
許
可
に
よ
り
有
害
鳥
獣

（
カ
ラ
ス
等
）
の
捕
獲
を
行
う
場

合
が
あ
り
ま
す
。　

　

農
政
課
農
政
係

　
（
内
線
２
２
１
０
）

日
時　

11
月
17
日
（
火
）
午
前
10

時
～
11
時
30
分

場
所　

本
田
農
村
集
落
セ
ン
タ
ー

定
員　

40
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

内
容　

医
師
に
よ
る
死
に
方
に
つ

い
て
の
講
話
、
各
専
門
職
に
よ
る

質
疑
応
答
コ
ー
ナ
ー

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
み　
　
　
　
　
　
　

申
込
期
限　

11
月
13
日
（
金
）

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
内
線
１
３
１
０
）

  日
時　

11
月
27
日
（
金
）
午
後
１

時
30
分
～
４
時
30
分

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

相
談
料　

無
料

申
込
方
法　

前
日
ま
で
に
電
話
で

予
約
（
完
全
予
約
制
）

　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

０
２
９
６
‐
48
‐
１
９
５
５

　

都
市
建
設
課
都
市
計
画
係

　
（
内
線
２
４
２
０
）　

日
時　

11
月
12
日
（
木
）
午
前
10

時
～
11
時
30
分

場
所　

西
豊
田
中
央
研
修
セ
ン
タ
ー

対
象
者　

町
内
在
住
の
65
歳
以
上

の
人

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

内
容　

フ
レ
イ
ル
（
虚
弱
状
態
）

に
つ
い
て
の
講
話
、
体
力
測
定
、

フ
レ
イ
ル
予
防
体
操

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
み　
　
　
　
　
　
　

申
込
期
限　

11
月
９
日
（
月
）

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
内
線
１
３
１
０
）

　

11
月
15
日
か
ら
２
月
15
日
ま
で

狩
猟
が
解
禁
さ
れ
ま
す
。
狩
猟
時

間
は
日
の
出
か
ら
日
没
ま
で
で
す
。

町
内
全
域
が
猟
区
に
な
り
ま
す
が
、

町
民
公
園
周
辺
は
鳥
獣
保
護
区
の

た
め
狩
猟
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

市
街
化
区
域
（
役
場
周
辺
、
平
塚

西
山
工
業
団
地
周
辺
）
は
、
銃
に

よ
る
狩
猟
を
禁
止
す
る
区
域
で
す
。

狩
猟
者
は
、
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を

守
り
、
周
囲
の
安
全
等
を
心
が
け

　    

誰
も
が
突
然
、
事
件
や
事
故
に

あ
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
被
害

に
あ
わ
れ
た
際
は
、
相
談
窓
口
等

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
被
害
に
あ

わ
れ
た
方
や
そ
の
ご
家
族
が
回
復

す
る
た
め
に
は
、
周
囲
の
方
の
ご

理
解
と
あ
た
た
か
な
支
援
が
必
要

で
す
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

消
防
交
通
課
交
通
防
犯
係

　
（
内
線
３
３
２
０
）

　

茨
城
県
犯
罪
被
害
者
相
談
窓
口　
　

　

０
２
９
‐
３
０
１
‐
７
８
３
０　

　

都
市
の
現
況
お
よ
び
動
向
把
握

の
た
め
、
お
お
む
ね
５
年
ご
と
に

実
施
す
る
現
地
調
査
を
行
い
ま

す
。
調
査
期
間
中
は
、
受
注
業
者

や
町
職
員
が
、
皆
さ
ま
の
敷
地
内

へ
立
ち
入
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
期
間　

11
月
２
日
（
月
）
～

30
日
（
月
）

調
査
地
区　

町
内
全
域

お

知

ら

せ

お

知

ら

せ

問

問

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

後期高齢者の無料歯科健診を実施しています

　高齢者の口腔機能の低下や肺炎等の疾病を予防す
るために、無料の歯科健康診査を実施しております。
実施期間を過ぎてしまうと受診できませんのでご注
意ください。

期　　間　～ 12 月 31 日（木）
対  象  者　茨城県後期高齢者医療制度の被保険者で、
　　　　　前年度に 75 歳、80 歳、85 歳の誕生日
　　　　　を迎えた人
　　　　　※対象者には、歯科健康診査の案内を送付
　　　　　　しています。
受診場所　案内に同封の「実施歯科医院一覧」記載
　　　　　の歯科医院
受診方法　歯科医院に後期高齢者医療歯科健康診査
　　　　　事業で健康診査を受診する旨を伝えて予
　　　　　約をしてください。

問い合わせ   
茨城県後期高齢者医療広域連合　℡ 029-309-1212

資源回収にご協力ください
　八千代町ネットワーカー等連絡協議会では、資源
回収を実施し、資源の有効活用や社会貢献につなげ
ます。ご家庭にありましたら、ぜひお持ちください。
皆さまのご協力をお願いします。

日　　時　11 月 14 日（土）午前 10 時～午後２時
場　　所　八千代の秋まつり会場内
回  収  品　牛乳パック、使用済み切手、ペットボト
                  ルキャップ
回収方法　牛乳パックは水洗い・乾燥をさせて、下
　　　　　図のように切り開いて折りたたんでくだ
　　　　　さい。

問い合わせ　秘書課地域協働係（内線３５２０）

➡

問

都
市
計
画
基
礎
調
査
の
現

地
調
査
に
つ
い
て

11
月
１
日
～
12
月
１
日
は

犯
罪
被
害
者
月
間
で
す

TEL 問 問
人
生
会
議
開
催

11
月
15
日
か
ら
狩
猟
解
禁

フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク

TEL 問

問
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●人口 20,739 人 (2,226) ●男 11,027 人 (1,661) ●女 9,712 人 (565)
●世帯数 8,641 世帯 (1,905)　　（　）内は外国人で内数

【人口と世帯数】
 10 月１日現在

　　詳細はこちら▶
（町ホームページ）

八千代町公式 LINE　友だち募集中！
町のイベント情報や防災行政無線の内容などを発信します。

※
詳
細
は
、
左
記
二
次
元
コ
ー
ド

の
茨
城
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

茨
城
県
立
筑
西
産
業
技
術
専
門

学
院

　

０
２
９
６
‐
24
‐
１
７
１
４

　
　

　

結
婚
支
援
に
関
心
の
あ
る
方

は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

募
集
期
限　

令
和
９
年
１
月
31
日

（
日
）

※
詳
細
は
、
左
記
二
次
元
コ
ー
ド

の
茨
城
県
結
婚
子
育

て
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

茨
城
県
少
子
化
対
策
課

　

０
２
９
‐
３
０
１
‐
３
２
６
１

　

茨
城
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

　

０
２
９
‐
２
２
１
‐
７
５
０
５

　

急
な
病
気
や
ケ
ガ
で
救
急
車
を

呼
ぶ
か
迷
っ
た
と
き
や
、
す
ぐ
に

医
療
機
関
に
受
診
す
る
べ
き
か
不

安
な
と
き
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
相
談
受
付　

24
時
間
３
６
５
日
】　

〇
お
と
な　

＃
７
１
１
９　

〇
子
ど
も　

＃
８
０
０
０　
　

※
相
談
は
無
料
で
す
が
、
通
話
料

が
か
か
り
ま
す
。

　

茨
城
県
医
療
政
策
課

　

０
２
９
‐
３
０
１
‐
３
１
８
６

募
集
科　

Ｆ
Ａ
ロ
ボ
ッ
ト
科
、
電

気
エ
ン
ジ
ニ
ア
科
、
溶
接
マ
ス

タ
ー
科
（
全
科
１
年
訓
練
）

対
象
者　

高
校
卒
業
者
（
見
込
み

者
含
む
）、
大
学
卒
業
者
、
大
学

中
退
者
、
離
職
者
等

出
願
期
間　

11
月
12
日
（
木
）
～

12
月
２
日
（
水
）

試
験
日　

12
月
９
日
（
水
）

保
育
の
お
仕
事
就
職
相

談
会

　
令
和
８
年
度
の
個
人
事
業
税 

第

２
期
分
の
納
付
期
限
は
11
月
30
日

（
月
） 

と
な
り
ま
す
の
で
、
期
限

内
に
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。
口

座
振
替
の
手
続
き
を
し
て
い
る
方

は
、
納
期
限
の
日
に
自
動
で
引
き

落
と
さ
れ
ま
す
の
で
、
残
高
の
ご

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

第
２
期
分
の
納
付
書
は
第
１
期
分

と
一
緒
に
８
月
に
発
送
し
て
い
ま

す
。
納
付
書
を
紛
失
し
た
場
合
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

茨
城
県
筑
西
県
税
事
務
所

　

０
２
９
６
‐
24
‐
９
１
９
２

   

ひ
と
り
親
家
庭
（
母
子
家
庭
、

父
子
家
庭
）
の
お
子
さ
ん
で
、
令

和
９
年
４
月
に
小
学
校
に
入
学
す

る
お
子
さ
ん
に
入
学
祝
品
（
学
用

品
）
を
贈
呈
し
ま
す
。
詳
細
は
、

茨
城
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　

役
場
１
階
こ
ど
も
家

庭
課
窓
口
で
申
し
込
み

申
込
期
限　

12
月
15
日
（
火
）

　

こ
ど
も
家
庭
課
子
育
て
支
援
係

　
（
内
線
１
４
１
１
）

問

問

問
11 月の納税等

固定資産税（第４期）
　国民健康保険税（第５期）

後期高齢者医療保険料（第５期）

納期限は 11 月 30 日（月）です

税 務 課　（内線 1520）
国保年金課　（内線 1220）
　　　　　   （内線 1210）

問

TEL

問

いばらき出会いサポートセンター
女性入会登録無料キャンペーンのご案内

　いばらき出会いサポートセンターは、県が労働団体
と共同で設立した組織で、結婚を希望する独身の方を
対象に、会員登録制による男女の出会いと結婚を支援
しています。より多くの出会いの機会を創出するため、
女性を対象に入会登録料（県内の方 11,000 円、県外
の方 22,000 円）の無料キャンペーンを実施していま
す。

期　　間　～令和９年１月 31 日（日）
対  象  者　期間中センターに入会登録する女性

※申し込み方法など詳細については、
　右記二次元コードのいばらき出会い
　サポートセンターのホームページを
　ご覧ください。
　　
問い合わせ
いばらき出会いサポートセンター　℡ 029-224-8888

TEL TEL

TEL問

令和８年度八千代町地域自立支援協議会
講演会開催　

　だれもが暮らしやすい地域社会を目指していきま
しょう。
　　　　　　　
日　　時　12 月５日（土）午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分
　　　　　（開場は午後 1 時～）
場　　所　図書館集会ホール
演　　題　「障がい者虐待を防止するために～知らな
　　　　　かった！これって虐待？～」
講　　師　武田　登美枝氏（元茨城県障害者差別相
　　　　　談室相談員）
定　　員　50 人
参  加  費　無料
申込方法　電話で申し込み　
※定員になり次第、申し込みを締めきります。
※お車乗り合わせでご来場ください。
※手話通訳、場内誘導等が必要な方は11月24日（火）
　までにご連絡ください。

問い合わせ
福祉介護課障がい福祉係（内線１３３０）

TEL

問
ひ
と
り
親
家
庭
の
お
子
さ　

ん
に
入
学
祝
品
を
贈
呈

個
人
事
業
税
第
２
期
分
の

納
付
に
つ
い
て

救
急
車
を
呼
ぶ
か
迷
っ
た

と
き
は
救
急
電
話
相
談

募

集

募

集

県
立
筑
西
産
業
技
術
専
門

学
院
学
院
生
募
集

い
ば
ら
き
マ
リ
ッ
ジ
サ

ポ
ー
タ
ー
募
集
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◇
町
議
会
議
員
及
び
町
長
の
選
挙

に
お
け
る
選
挙
運
動
の
公
費
負
担

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

最
近
の
物
価
変
動
等
に
鑑
み
、

公
職
選
挙
法
施
行
令
に
規
定
す
る

選
挙
公
営
に
要
す
る
経
費
に
係
る

限
度
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
条
例
に
定
め
る
限
度
額

に
つ
い
て
同
様
に
引
き
上
げ
を
行

う
も
の
で
す
。

・
選
挙
運
動
用
自
動
車
借
入
費
用

（
１
日
当
た
り
）

　

１
５
，
８
０
０
円

　

⇓
１
６
，
１
０
０
円

・
選
挙
運
動
用
自
動
車
燃
料
費

（
１
日
当
た
り
）

　

７
，
５
６
０
円

　

⇓
７
，
７
０
０
円

・
選
挙
運
動
用
ビ
ラ
作
成
費
用

（
１
枚
当
た
り
）

　

７
円
51
銭

　

⇓
８
円
38
銭

・
選
挙
運
動
用
ポ
ス
タ
ー
印
刷
費

（
１
枚
当
た
り
）

　

５
２
５
円
６
銭

　

⇓
５
８
６
円
88
銭

・
選
挙
運
動
用
ポ
ス
タ
ー
企
画
費

　

３
１
０
，
５
０
０
円

　

⇓
３
１
６
，
２
５
０
円

◇
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
条
例
調
査

・
検
討
特
別
委
員
会
の
設
置

　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
各
議

員
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
条
例
の
制
定

に
関
す
る
調
査
・
検
討
を
す
る
も

の
で
す
。

◇
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意

　

現
委
員
が
９
月
30
日
を
も
っ
て

任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
左
記
の

方
を
再
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま

し
た
。

　

染そ

め

の野　

昭あ
き
ひ
こ彦

さ
ん
（
神
山
）

◇
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
任
命
同
意

　

現
委
員
が
９
月
30
日
を
も
っ
て

任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
左
記
の

方
を
再
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま

し
た
。

　

新あ

ら

い井　

泉
い
ず
み　

さ
ん
（
新
井
）

　

秋あ

き

ば葉　

三み

さ

お

佐
男
さ
ん
（
神
山
）

◇
教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教
育

費
国
庫
負
担
制
度
堅
持
の
た
め
の

政
府
予
算
に
係
る
意
見
書
の
提
出

　

国
に
対
し
左
記
の
こ
と
を
要
請

す
る
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

・
学
校
の
働
き
方
改
革
・
長
時
間

労
働
是
正
を
実
現
す
る
た
め
、
加

配
教
員
の
増
員
や
少
数
職
種
の
配

置
増
な
ど
、
教
職
員
定
数
改
善
を

推
進
す
る
こ
と
。

・
教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
の
維

持
向
上
を
は
か
る
た
め
、
地
方
財

源
を
確
保
し
た
上
で
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
制
度
を
堅
持
す
る
こ

と
。

・
自
治
体
が
実
効
性
の
あ
る
働
き

方
改
革
を
実
行
す
る
た
め
に
必
要

な
予
算
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

【
提
出
先
】

・
衆
議
院
議
長　

・
参
議
院
議
長

・
内
閣
総
理
大
臣
・
財
務
大
臣

・
総
務
大
臣　

・
文
部
科
学
大
臣

◇
八
千
代
町
立
学
校
施
設
開
放
使

用
料
条
例

　

中
学
校
の
体
育
館
に
空
調
設
備

を
導
入
し
た
こ
と
に
伴
い
、
学
校

施
設
開
放
に
伴
う
附
帯
設
備
の
使

用
料
の
徴
収
、
減
免
及
び
返
還
等

に
関
し
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る

た
め
、
制
定
す
る
も
の
で
す
。

・
空
調
設
備
の
使
用
料

　

１
時
間
当
た
り
２
，
０
０
０
円

◇
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例

　

犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
に
関
す

る
基
本
理
念
等
を
定
め
、
施
策
を

総
合
的
に
推
進
す
る
こ
と
で
、
犯

罪
被
害
者
等
の
権
利
利
益
の
保
護

並
び
に
被
害
の
軽
減
及
び
回
復
を

図
り
、
町
民
の
誰
も
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
社
会
を
実
現
す
る

た
め
、
制
定
す
る
も
の
で
す
。

◇
行
政
手
続
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

「
行
政
手
続
法
」
が
改
正
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
公
示
送
達
の
方

法
に
つ
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
る
公
表
を
前
提
と
す
る
た

め
、
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

９月定例会

■発行／八千代町議会

■編集／議会だより編集委員会№２０３

令和７年度歳入歳出決算・水道事業決算・下水道事業決算を認定

可
決
し
た
議
案
内
容

可
決
し
た
議
案
内
容

　令和８年第３回定例会は、９月３日から 11 日までの９日間の日程で開催されました。
　この定例会では、議員提出議案２件のほか、町執行部から令和７年度決算をはじめ、補正予算など 18 議案
が提案され、審議の結果、全ての議案を原案のとおり可決しました。
　一般質問は９月９日と 10 日に行われ、８人の議員が登壇し、町の方針をただしました。

議会だより議会だより

● 

議
員
提
出
議
案

● 

人　

事

● 

条　

例

国に対し意見書を

提出しました
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◇
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

歳
入
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
５
億
３

０
４
４
万
１
千
円
増
額
し
、
予
算

総
額
を
１
１
５
億
２
１
０
１
万
４

千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
内
容
は
、
庁
舎
管

理
事
業
の
工
事
請
負
費
及
び
町
有

財
産
管
理
事
業
の
ふ
る
さ
と
納
税

基
金
積
立
金
な
ど
に
よ
り
、
総
務

費
３
億
９
２
０
７
万
８
千
円
、
行

政
区
要
望
事
業
及
び
幹
線
道
路
補

修
事
業
、
都
市
公
園
整
備
事
業
な

ど
に
よ
り
、
土
木
費
１
億
１
６
４

万
２
千
円
な
ど
を
増
額
す
る
も
の

で
す
。

◇
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

　

歳

入

歳

出

を

そ

れ

ぞ

れ

７
３
９
万
円
減
額
し
、
予
算
総
額

を
30
億
６
１
５
８
万
７
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。

◇
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

　

歳

入

歳

出

を

そ

れ

ぞ

れ

44
万
７
千
円
増
額
し
、
予
算
総
額

を
３
億
６
４
０
０
万
８
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。

農
業
集
落
排
水
事
業
費
用
を

28
万
１
千
円
増
額
し
、
総
額
を

３
億
１
６
６
３
万
１
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

　　

令
和
７
年
度
一
般
会
計
及
び
４

つ
の
特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計
、

下
水
道
事
業
会
計
の
歳
入
歳
出
決

算
に
つ
い
て
、
常
任
委
員
会
に
審

査
を
付
託
し
、
審
議
し
た
結
果
、

全
て
原
案
の
と
お
り
認
定
し
ま
し

た
。

◇
教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教
育

費
国
庫
負
担
制
度
堅
持
の
た
め
の

政
府
予
算
に
係
る
意
見
書
採
択
を

求
め
る
請
願

　

子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
学
び
と

学
校
の
働
き
方
改
革
を
実
現
す
る

た
め
、
意
見
書
を
国
の
関
係
機
関

に
対
し
提
出
す
る
よ
う
要
請
す
る

も
の
で
す
。

【
提
出
者
】

茨
城
県
教
職
員
組
合

執
行
委
員
長

井
坂　

功
一
さ
ん　

外
１
３
２
名

　
　
　
　
　

（
審
議
結
果　

採
択
）

◇
令
和
７
年
度
水
道
事
業
剰
余
金

の
処
分

　

未

処

分

利

益

剰

余

金

３
億
３
７
９
万
１
７
０
７
円
の
う

ち
、
１
億
３
４
０
２
万
３
９
９
８

円
を
建
設
改
良
積
立
金
へ
積
み
立

て
、
１
億
６
９
７
６
万
７
７
０
９

円
を
資
本
金
へ
組
み
入
れ
る
も
の

で
す
。

◇
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

歳

入

歳

出

を

そ

れ

ぞ

れ

82
万
２
千
円
増
額
し
、
予
算
総
額

を
20
億
２
６
２
７
万
９
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。

◇
八
千
代
中
央
土
地
区
画
整
理
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

歳

入

歳

出

を

そ

れ

ぞ

れ

94
万
２
千
円
増
額
し
、
予
算
総
額

を
１
億
２
１
５
１
万
８
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。

◇
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

　

３
条
予
算
に
お
い
て
、 

水
道
事

業
費
用
を
35
万
３
千
円
増
額
し
、

総
額
を
４
億
４
４
０
９
万
２
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。

◇
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　

３
条
予
算
に
お
い
て
、 

公

共

下

水

道

事

業

収

益

を

57
万
２
千
円
増
額
し
、
総
額

を
３
億
３
８
４
９
万
４
千
円

に
、
農
業
集
落
排
水
事
業
収
益

を
28
万
１
千
円
増
額
し
、
総
額

を
２
億
９
３
２
５
万
５
千
円

に
、
公
共
下
水
道
事
業
費
用

を
57
万
２
千
円
増
額
し
、
総

額
を
３
億
２
７
０
７
万
円
に
、

◇
令
和
７
年
度
下
水
道
事
業
剰
余

金
の
処
分

　

未
処
分
利
益
剰
余
金
４
４
０
０

万
３
９
１
６
円
を
繰
越
利
益
剰
余

金
と
す
る
も
の
で
す
。

◇
株
式
会
社
は
な
ま
る
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ

令
和
８
年
度
事
業
計
画
及
び
令
和

７
年
度
決
算

　

地
方
自
治
法
第
２
４
３
条
の
３

第
２
項
の
規
定
に
よ
り
、
株
式
会

社
は
な
ま
る
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
の
事
業
計

画
及
び
決
算
等
を
報
告
す
る
も
の

で
す
。

◇
令
和
７
年
度
健
全
化
判
断
比
率

等
　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
監

査
委
員
の
意
見
書
を
添
付
し
、
健

全
化
判
断
比
率
等
を
報
告
す
る
も

の
で
す
。

地
方
公
共
団
体
の
決
算

　

地
方
公
共
団
体
の
決
算
は
、

４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の
１

年
間
を
基
本
に
収
入
と
支
出
が

整
理
さ
れ
ま
す
。

　

会
計
管
理
者
が
決
算
書
を
作

成
し
、
地
方
公
共
団
体
の
長
に

提
出
し
ま
す
。
提
出
さ
れ
た
決

算
書
は
監
査
委
員
に
審
査
さ
れ

た
後
、
監
査
委
員
の
意
見
書
と

と
も
に
議
会
に
提
案
さ
れ
、
議

会
は
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
審

議
し
ま
す
。

● 

予　

算

● 

決　

算

● 

請
願
・
陳
情

● 

そ
の
他

● 

報　

告
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議　案　名

赤
荻　

妙
子

赤
塚　

千
夏

榎
本　

哲
朗

𠮷
田　

安
夫

谷
中　

理
矩

安
田　

忠
司

増
田　

光
利

大
里　

岳
史

上
野　

政
男

生
井　

和
巳

大
久
保　

武

水
垣　

正
弘

宮
本　

直
志

大
久
保
敏
夫

審議結果

令和８年度八千代町一般会計　
補正予算（第３号）

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○〇 欠 ○ ー ○ ○ 原案可決

令和７年度八千代町歳入歳出　
決算の認定について

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○〇○ ○ ー ○ ○ 原案認定

令和７年度八千代町水道事業　
決算の認定について

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○〇○ ○ ー ○ ○ 原案認定

令和８年９月（第３回）定例会　議案 審議結果

賛否の分かれた議案 ○ 賛成　× 反対　欠 欠席　ー 議長は採決に加わらない。

　

　

「
請
願
」
「
陳
情
」
は
、

国
や
地
方
公
共
団
体
な
ど

の
公
共
機
関
に
対
す
る　

要
望
を
議
会
に
訴
え
る　

手
段
の
こ
と
で
す
。

　

「
請
願
」
と
「
陳
情
」

で
は
提
出
の
方
法
や
取
り

扱
い
が
異
な
り
ま
す
。

請
願
・
陳
情
は
ど
な
た
で
も
提
出
で
き
ま
す

○
請
願

　

そ
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
議
員

の
紹
介
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
内
容
を
所
管
す
る
常
任

委
員
会
で
審
議
し
ま
す
。

○
陳
情

　

議
員
の
紹
介
は
不
要
で
す
。

　

提
出
さ
れ
た
陳
情
の
写
し
を

全
議
員
に
配
布
し
ま
す
。

　

八
千
代
町
議
会
で
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
議
会
に
関
す

る
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

・
議
員
の
紹
介

・
議
会
の
仕
組
み

・
議
会
の
傍
聴

・�

会
議
（
定
例
会
、
臨
時
会
）
の

審
議
結
果
、
会
議
録

・�

議
会
だ
よ
り
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

議
会
に
関
す
る
情
報
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

ご
覧
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す

八千代町　議会

議会のホームページは
こちらから！
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若
年
性
認
知
症
に
も
触
れ
、
認
知

症
の
症
状
や
対
応
に
つ
い
て
、
正

し
い
知
識
と
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
普
及
啓
発
に
努
め

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
町
で
作
成
し
て
い
る

認
知
症
ガ
イ
ド
や
福
祉
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
に
お
い
て
も
、
認
知
症
の

正
し
い
理
解
を
促
し
て
い
ま
す
。

町　

長　

若
年
性
認
知
症
の
方
へ

の
支
援
と
し
て
、
早
期
発
見
や
早

期
支
援
に
繋
げ
る
た
め
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、

障
が
い
福
祉
係
、
介
護
保
険
係
、

八
千
代
町
基
幹
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
と
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、

本
人
や
家
族
、
町
民
の
方
に
、
若

年
性
認
知
症
の
理
解
を
深
め
る
周

知
、
啓
発
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の

充
実
を
今
後
も
推
進
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◇
そ
の
他
の
質
問

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
普
及
促
進
に
つ

い
て

　

若
年
性
認
知
症
は
、
仕
事
や
子

育
て
の
最
中
に
発
症
す
る
こ
と
が

多
く
、
生
活
や
社
会
的
な
影
響
が

大
き
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。
若
年

性
認
知
症
に
関
す
る
周
知
啓
発
に

つ
い
て
の
進
捗
状
況
を
伺
い
ま

す
。

町
政
を
問
う
！　

一
般
質
問
に
８
名
が
登
壇

若

年

性

認

知

症

に

つ

い

て

　

家
族
状
況
に
合
っ
た
支
援
が
必

要
と
考
え
ま
す
が
、
本
人
や
家
族

へ
の
支
援
と
今
後
の
支
援
体
制
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

保
健
福
祉
部
長　

若
年
性
認
知
症

に
特
化
し
た
周
知
啓
発
を
実
施
し

て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
認
知
症

施
策
全
体
の
中
で
、
年
齢
に
関
わ

ら
ず
、
認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く

理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
普
及

啓
発
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

本
人
と
家
族
へ
の
支
援
に
つ
き

ま
し
て
は
、
経
済
的
負
担
の
軽
減

を
図
る
制
度
と
し
て
、
主
に
自
立

支
援
医
療
の
適
用
に
よ
り
、
医
療

費
の
自
己
負
担
が
１
割
に
軽
減
さ

れ
る
場
合
や
公
的
医
療
保
険
加
入

者
の
医
療
費
が
自
己
負
担
限
度
額

を
超
え
た
場
合
は
、
超
え
た
部
分

が
高
額
療
養
費
と
し
て
支
給
さ
れ

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

若
年
性
認
知
症
を
原
因
と
し
て
、

一
定
以
上
の
障
害
状
態
と
な
っ
た

際
、
障
害
年
金
を
受
け
ら
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
の
支
援
体
制
に
つ
き
ま
し

て
は
、
毎
年
、
認
知
症
講
演
会
や

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、

　

著
名
人
の
講
演
の
開
催
を
、
55

周
年
記
念
事
業
の
中
で
実
施
す
る

考
え
は
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

教
育
長　

著
名
人
に
よ
る
講
演
を

一
つ
の
き
っ
か
け
と
し
て
、
実
際

に
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
し
、
ス
ポ
ー

ツ
教
室
や
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体

と
の
交
流
な
ど
へ
発
展
さ
せ
、
55

周
年
記
念
事
業
の
趣
旨
で
あ
る
、

子
ど
も
た
ち
が
町
へ
の
愛
着
や
誇

り
を
感
じ
ら
れ
る
こ
と
や
さ
ら
に

は
、
交
流
と
賑
わ
い
の
創
出
に
も

繋
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

町　

長　

来
年
の
１
月
ご
ろ
に
な

り
ま
す
が
、
マ
ラ
ソ
ン
の
瀬
古
利

彦
氏
を
招
き
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し

た
人
生
論
と
い
う
も
の
を
語
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
中
で
、

今
や
り
た
い
事
で
は
な
く
、
10
年

後
も
通
じ
る
よ
う
な
事
業
を
、
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
も
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。

　

町
制
施
行
55
周
年
記
念
事
業
の

中
で
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

　

今
後
の
青
少
年
の
ス
ポ
ー
ツ
関

係
、
あ
る
い
は
学
校
教
育
の
中
で

出
来
る
ス
ポ
ー
ツ
と
は
違
っ
た
形

の
考
え
方
が
あ
る
の
か
伺
い
ま

す
。

教
育
長　

町
制
施
行
55
周
年
を
契

機
に
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
健
康

づ
く
り
や
世
代
間
交
流
、
さ
ら
に

は
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
に
繋

げ
て
い
く
こ
と
は
大
変
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学

校
の
体
育
授
業
だ
け
で
な
く
、
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
や
部
活
動
な
ど
、

様
々
な
機
会
を
通
し
て
、
子
ど
も

た
ち
の
体
力
や
技
術
力
の
向
上
と

と
も
に
、
心
の
成
長
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

町　

長　

将
来
に
向
け
た
ス
ポ
ー

ツ
の
あ
り
方
に
、
多
く
の
町
民
の

方
が
参
加
し
、
活
性
化
に
繋
げ
て

い
け
る
か
が
課
題
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。
新
し
い
形
で
、
若
い
世
代

が
町
を
支
え
て
い
く
上
で
、
皆
が

誇
ら
し
く
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
や
イ

ベ
ン
ト
に
取
り
組
ん
で
い
き
、
節

目
の
年
と
し
て
、
55
周
年
記
念
事

業
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。　

町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て

動画は
こちら

大
お お く ぼ

久保 敏
と し お

夫 議員

赤
あかおぎ

荻　妙
た え こ

子 議員

動画は
こちら
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教
育
長　

今
後
は
、
図
書
館
に
来

館
せ
ず
と
も
利
用
で
き
る
、
電
子

書
籍
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
な
ど
に
つ

い
て
調
査
研
究
を
行
い
、
本
町
図

書
館
に
適
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り

方
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
◇
そ
の
他
の
質
問

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
殺
害
事
件
の

事
例
を
受
け
、
町
の
対
応
に
つ
い

て

基
金
に
よ
る
積
立
て
も
行
っ
て
い

ま
す
。
将
来
に
備
え
て
、
老
朽
化

し
た
施
設
等
の
新
設
あ
る
い
は
延

命
化
に
備
え
て
積
立
て
を
し
て
い

ま
す
。

　

町
の
バ
イ
オ
マ
ス
構
想
、
ま
た

地
域
資
源
を
活
用
し
た
陸
上
養
殖

事
業
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町　

長　

地
域
資
源
の
バ
イ
オ
マ

ス
活
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
や

県
の
関
連
施
設
や
先
進
事
例
を
調

査
す
る
と
と
も
に
、
地
域
に
存
在

す
る
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
の
量
や
活

用
の
可
能
性
、
そ
し
て
農
業
お
よ

び
関
係
事
業
者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
て
、
実
現
で
き
る
可
能
性
を
見

極
め
な
が
ら
資
源
循
環
型
の
地
域

づ
く
り
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

陸
上
養
殖
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
本
町
の
地
域
特
性
や
既
存
産

業
と
の
調
和
性
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
新
た
な
地
域
産
業
と
し
て
の

可
能
性
を
調
査
研
究
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◇
そ
の
他
の
質
問

外
国
人
労
働
者
の
就
労
環
境
整
備

　

本
町
の
財
政
運
営
に
お
い
て
、

ふ
る
さ
と
納
税
は
重
要
な
自
主
財

源
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
今
後
ど
の
よ
う
な
戦
略
で
取

り
組
む
の
か
。
ふ
る
さ
と
納
税
に

よ
る
財
源
を
ど
の
分
野
に
配
分

し
、
町
の
持
続
可
能
性
向
上
に
ど

八

千

代

町

の

持

続

可

能

な

展

望

に

つ

い

て

の
よ
う
に
結
び
付
け
る
の
か
伺
い

ま
す
。

産
業
振
興
部
長　

ふ
る
さ
と
納
税

の
今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、
選
ば

れ
や
す
い
返
礼
品
の
開
発
や
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
増
加
を
図
る
と
と

も
に
、
中
間
事
業
者
で
あ
る
地
域

商
社
の
株
式
会
社
は
な
ま
る
Ｂ
Ａ

Ｓ
Ｅ
と
の
業
務
連
携
に
よ
る
事
業

者
育
成
、
発
掘
、
寄
付
者
の
デ
ー

タ
分
析
や
リ
ピ
ー
タ
ー
獲
得
の
た

め
の
各
種
施
策
を
推
進
す
る
な

ど
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
趣
旨

に
則
っ
た
適
切
な
運
用
を
図
り
な

が
ら
、
地
域
振
興
の
た
め
、
事
業

を
強
力
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

町　

長　

寄
附
金
の
使
い
道
に
つ

き
ま
し
て
は
、
デ
マ
ン
ド
交
通
運

行
事
業
の
他
、
防
犯
対
策
事
業
、

災
害
対
策
事
業
、
農
業
経
営
体
支

援
事
業
、
英
語
教
育
強
化
事
業
な

ど
、
各
分
野
に
わ
た
り
、
そ
の
変

革
に
乗
り
遅
れ
る
こ
と
な
く
、
臨

機
応
変
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

幅
広
く
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
一
方
、
将
来
の
ま
ち
づ

く
り
の
土
台
を
つ
く
る
た
め
に
、

教
育
部
長　

巡
回
図
書
に
つ
き
ま

し
て
は
、
町
立
図
書
館
開
館
後
の

平
成
17
年
４
月
か
ら
町
内
小
学
校

へ
年
間
約
１
０
０
０
冊
、
平
成
22

年
５
月
か
ら
は
、
町
内
中
学
校
へ

年
間
５
０
０
冊
の
貸
し
出
し
を
継

続
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
小
・
中

学
生
へ
の
読
書
運
動
の
継
続
に
つ

き
ま
し
て
は
、
各
学
校
の
熱
心
な

指
導
の
も
と
、
小
学
校
で
は
県
教

育
長
賞
の
達
成
率
が
19
年
連
続

１
０
０
％
。
中
学
校
に
お
き
ま
し

て
も
約
50
％
と
、
県
内
で
も
極
め

て
高
い
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

教
育
長　

学
校
図
書
の
あ
り
方
に

お
け
る
今
後
の
方
針
に
つ
き
ま
し

て
は
、
文
部
科
学
省
の
「
学
校
図

書
館
図
書
整
備
等
５
か
年
計
画
」

に
、
学
校
図
書
館
に
整
備
す
べ
き

蔵
書
の
標
準
と
し
て
、
学
級
数
に

応
じ
た
蔵
書
冊
数
が
定
め
ら
れ
て

お
り
、
こ
の
標
準
に
合
わ
せ
、
学

校
図
書
館
の
充
実
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。
さ
ら
に
、
町
立
図
書
館
か

ら
小
・
中
学
校
へ
の
巡
回
図
書
事

業
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　

図
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
対

応
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

八
千
代
町
立
図
書
館
に
お
け
る
館
長
の

常
時
配
置
と
図
書
利
用
促
進
に
つ
い
て

　

現
在
、
図
書
館
長
は
、
生
涯
学

習
課
長
が
歴
史
民
俗
資
料
館
長
、

公
民
館
長
を
兼
務
し
て
い
る
状
況

で
す
。
館
長
の
常
時
配
置
を
す
る

こ
と
で
、
不
在
を
解
消
す
る
よ
う

提
案
し
ま
す
。

教
育
長　

本
年
度
の
館
長
に
つ
き

ま
し
て
は
、
生
涯
学
習
課
長
が
兼

務
し
て
お
り
、
館
長
の
常
時
配
置

と
は
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
課

長
補
佐
２
名
、
司
書
資
格
を
有
す

る
職
員
２
名
、
会
計
年
度
任
用
職

員
２
名
を
配
置
し
て
い
ま
す
。
日

常
的
な
図
書
館
業
務
に
つ
い
て

は
、
各
職
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

を
担
い
、
館
長
と
情
報
共
有
を
図

る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　

学
校
図
書
室
の
巡
回
図
書
貸
出

と
小
・
中
学
生
へ
の
読
書
運
動
は

現
在
継
続
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

学
校
図
書
の
あ
り
方
に
お
け
る
今

後
の
方
針
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

増
ま す だ

田　光
みつとし

利 議員

安
や す だ

田　忠
た だ し

司 議員

動画は
こちら

動画は
こちら
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Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
て
い
る
近
隣

市
町
村
長
が
多
い
中
、
町
長
も
、

町
の
Ｐ
Ｒ
や
公
務
活
動
に
関
し

て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
す
べ
き
だ
と

考
え
ま
す
。

町　

長　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
は
方
法

教
育
長　

町
と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い

く
こ
と
は
、
議
員
と
同
様
の
考
え

で
す
が
、
本
人
、
家
族
、
学
校
の

意
向
も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
辺

り
を
十
分
に
考
慮
し
な
が
ら
、
今

後
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

町　

長　

八
千
代
町
出
身
の
子
ど

も
た
ち
が
活
躍
す
る
の
は
私
の
願

い
と
す
る
と
こ
ろ
で
す
の
で
、
こ

れ
か
ら
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
町
長
や
教
育
長
を
応
援

団
に
、
町
と
し
て
応
援
ツ
ア
ー
を

組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

教
育
長　

子
ど
も
た
ち
の
活
躍
の

場
は
、
文
化
面
も
あ
り
ま
す
し
、

ス
ポ
ー
ツ
も
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
あ

り
ま
す
の
で
、
公
平
性
を
考
え
な

が
ら
、
準
備
を
整
え
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

町　

長　

学
校
や
家
族
の
思
い
を

考
え
、
多
様
な
活
躍
の
場
の
バ
ラ

ン
ス
を
取
り
な
が
ら
、
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。　
　

町
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
の
工
夫
に
つ
い
て

と
し
て
は
よ
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
直
ち
に
と
い
う
形
に
は
な
り

ま
せ
ん
が
、
考
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

先
日
、
タ
レ
ン
ト
や
ア
イ
ド
ル

が
、
町
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
に
来
町
し

ま
し
た
が
、
そ
れ
以
降
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
投
稿
が
何
も
確
認
で
き
ま
せ

ん
。
町
の
Ｐ
Ｒ
効
果
は
あ
っ
た
の

か
伺
い
ま
す
。

町　

長　

タ
レ
ン
ト
や
ア
イ
ド
ル

の
方
々
に
、
町
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た

だ
い
た
効
果
は
、
農
業
の
ま
ち
と

し
て
、
特
産
品
が
全
国
に
知
れ

渡
っ
た
と
思
い
ま
す
。
メ
ロ
ン
や

梨
な
ど
の
魅
力
、
農
家
の
皆
さ
ん

の
努
力
を
周
知
す
る
と
い
う
こ
と

で
は
、
大
変
な
効
果
が
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　

八
千
代
町
出
身
の
高
校
生
が
、

狭
き
門
で
あ
る
甲
子
園
に
出
場
す

る
際
に
は
、
応
援
を
徹
底
的
に
や

る
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。
来
年
に

向
け
横
断
幕
を
歩
道
橋
に
掲
げ
ら

れ
る
よ
う
に
準
備
体
制
を
整
え
て

も
ら
い
た
い
。

62
人
い
ま
す
が
、事
業
内
容
が「
障

が
い
が
あ
る
方
の
自
立
し
た
日
常

生
活
」
を
目
的
と
し
た
活
動
内
容

で
す
の
で
、
就
労
合
計
人
数
に
は

含
め
て
い
ま
せ
ん
。

　

町
内
の
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事

業
所
は
「
エ
フ
ピ
コ
愛
パ
ッ
ク
株

式
会
社
茨
城
工
場
」。
Ｂ
型
事
業

所
は
「
あ
じ
さ
い
学
園
八
千
代
」

「
ベ
ル
あ
じ
さ
い
学
園
」「
Ｓ
Ｈ
Ｉ

Ｂ
Ａ
ま
ご
こ
ろ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
」「
Ｂ
Ｉ
Ｃ
Ｍ
Ａ

Ｍ
Ａ
フ
ァ
ミ
リ
ア
」
の
４
ヶ
所
で

す
。
就
労
移
行
支
援
が
「
あ
じ
さ

い
学
園
八
千
代
」。
生
活
介
護
が

「
あ
じ
さ
い
学
園
寮
」「
多
機
能
型

事
業
所
ｍ
ｅ
ｍ
ｅ
」
の
２
ヶ
所
で

す
。

　

障
が
い
者
の
就
労
支
援
に
つ
き

ま
し
て
は
、
八
千
代
町
地
域
自
立

支
援
協
議
会
・
就
労
部
会
に
お
い

て
、
障
が
い
者
雇
用
の
現
状
や
課

題
を
把
握
、
共
有
し
、
就
労
継
続

支
援
Ａ
型
、
Ｂ
型
、
就
労
移
行
支

援
な
ど
の
就
労
系
の
福
祉
サ
ー
ビ

ス
と
一
般
就
労
と
の
連
携
を
深

め
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
体
制
の

構
築
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
八
千
代
町
基
幹
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
も
、就
労
支
援
、

　

町
内
と
町
外
に
あ
る
就
労
継
続

支
援
Ａ
型
事
業
所
、
Ｂ
型
事
業
所
、

就
労
移
行
支
援
、
生
活
介
護
、
一

般
企
業
に
従
事
し
て
い
る
方
、
そ

れ
ぞ
れ
の
人
数
と
事
業
所
名
、
企

業
名
を
伺
い
ま
す
。

　

町
内
で
も
障
が
い
者
雇
用
が
進

ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
受
入

環
境
が
整
っ
て
い
る
と
は
思
え
ま

せ
ん
。
町
の
就
労
支
援
と
助
成
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

保
健
福
祉
部
長　

令
和
８
年
７
月

末
現
在
の
人
数
は
、
就
労
継
続
支

援
Ａ
型
事
業
所
の
利
用
実
人
数
14

人
の
う
ち
、
町
内
事
業
所
１
人
、

町
外
事
業
所
13
人
。
Ｂ
型
事
業
所

の
利
用
実
人
数
72
人
の
う
ち
、
町

内
事
業
所
26
人
、
町
外
事
業
所
46

人
。
就
労
移
行
支
援
の
利
用
実
人

数
は
５
人
で
、
す
べ
て
町
外
事
業

所
の
利
用
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一

般
企
業
の
人
数
は
１
５
１
人
い
ま

す
。生
活
介
護
の
利
用
実
人
数
は
、

就
労
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

事
業
所
へ
の
助
成
に
つ
き
ま
し

て
は
、
当
町
で
は
、
障
害
者
福
祉

施
設
の
安
定
的
運
営
に
資
す
る
た

め
、
物
価
高
騰
対
策
に
よ
る
支
援

金
を
交
付
す
る
事
業
を
実
施
し
、

町
内
14
ヶ
所
の
事
業
所
か
ら
申
請

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◇
そ
の
他
の
質
問

学
童
保
育
に
つ
い
て

障

が

い

者

の

就

労

に

つ

い

て

動画は
こちら

大
おおさと

里　岳
た け し

史 議員

榎
えのもと

本　哲
てつろう

朗 議員

動画は
こちら
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医
療
機
関
に
受
診
時
の
窓
口
負

担
の
一
部
負
担
金
減
免
制
度
に
つ

い
て
、
町
独
自
に
対
象
者
を
拡
大

出
来
な
い
か
伺
い
ま
す
。

町　

長　

慢
性
的
な
生
活
困
窮
者

の
み
を
理
由
と
し
た
減
免
は
、
対

象
外
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
要

件
拡
大
は
現
在
予
定
し
て
い
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
入
院
の
み
を
該
当

と
す
る
他
自
治
体
が
あ
る
中
で
、

当
町
で
は
、
通
院
に
お
い
て
も
該

当
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

令
和
９
年
７
月
以
降
、
国
保
税

の
５
割
軽
減
が
未
就
学
児
か
ら
18

歳
に
拡
大
と
な
り
ま
す
。
県
交
付

金
も
活
用
し
、
子
ど
も
の
均
等
割

額
を
ゼ
ロ
に
出
来
な
い
か
伺
い
ま

す
。

町　

長　

高
校
生
以
下
の
被
保
険

者
均
等
割
額
の
全
額
減
免
に
つ
き

ま
し
て
は
、
県
の
動
向
や
県
内
市

町
村
の
状
況
を
調
査
研
究
す
る
な

ど
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

地
方
自
治
の
最
大
の
役
割
は
、

福
祉
の
増
進
で
す
。
病
気
等
、
特

国

民

健

康

保

険

に

つ

い

て

　

直
近
の
国
民
健
康
保
険
加
入
世

帯
数
、
滞
納
世
帯
数
、
特
別
療
養

費
資
格
確
認
書
交
付
世
帯
数
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

町
民
く
ら
し
の
部
長　

令
和
８
年

７
月
末
現
在
で
、
加
入
世
帯
は

３
５
２
０
世
帯
。
滞
納
世
帯
数
は

７
７
２
世
帯
。
特
別
療
養
費
資
格

確
認
書
交
付
世
帯
は
54
世
帯
で

す
。

　

災
害
や
失
業
、
長
期
入
院
な
ど

や
む
を
得
な
い
事
情
の
場
合
に
受

け
ら
れ
る
減
免
制
度
の
周
知
と
実

績
を
伺
い
ま
す
。

町
民
く
ら
し
の
部
長　

周
知
に
つ

き
ま
し
て
は
、
国
民
健
康
保
険
加

入
時
に
、
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い

ま
す
。
減
免
制
度
の
実
績
に
つ
き

ま
し
て
は
、
昨
年
度
、
今
年
度
も

あ
り
ま
せ
ん
。

別
な
事
情
が
あ
る
被
保
険
者
に
対

し
て
、
町
独
自
の
減
免
制
度
を
創

設
出
来
な
い
か
伺
い
ま
す
。

町　

長　

税
と
い
う
も
の
は
、
世

代
を
生
き
る
方
た
ち
に
と
っ
て
寄

り
添
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。
議
論

を
進
め
な
が
ら
、
答
え
を
出
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◇
そ
の
他
の
質
問

自
衛
隊
へ
の
名
簿
提
供
に
つ
い
て

　

本
町
に
お
け
る
生
成
Ａ
Ｉ
に
関

す
る
取
り
組
み
状
況
と
現
在
の
認

識
を
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
の

整
備
体
制
を
伺
い
ま
す
。

総
務
部
長　

本
町
の
シ
ス
テ
ム
的

な
生
成
Ａ
Ｉ
の
全
庁
導
入
や
公
認

ツ
ー
ル
の
配
備
は
現
状
行
っ
て
い

ま
せ
ん
。
現
在
は
、
無
償
の
Ａ
Ｉ

ツ
ー
ル
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
進

め
な
が
ら
も
、
茨
城
県
が
主
導
す

る
市
町
村
共
同
調
達
の
枠
組
み
に

参
画
す
る
こ
と
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
高

い
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
水
準
を
担
保
し

つ
つ
コ
ス
ト
を
最
小
限
に
抑
え
ら

れ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
今

年
度
か
ら
来
年
度
に
か
け
ま
し

て
、
県
や
近
隣
自
治
体
と
の
緊
密

な
情
報
共
有
を
継
続
し
な
が
ら
、

安
全
か
つ
財
政
的
に
も
持
続
可
能

な
生
成
Ａ
Ｉ
ツ
ー
ル
の
選
定
と
導

入
時
期
や
基
本
的
な
方
針
も
含

め
、
慎
重
に
見
極
め
な
が
ら
、
具

体
的
に
検
討
を
加
速
さ
せ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
段
階
で
、
事
実
と
異
な
る
最

も
ら
し
い
情
報
を
生
成
し
て
し
ま

う
、
ハ
ル
シ
ネ
ー
シ
ョ
ン
（
誤
情

報
）
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
対
策

が
考
え
ら
れ
る
か
伺
い
ま
す
。

総
務
部
長　

リ
ス
ク
対
策
と
し
て

本
町
に
適
し
た
生
成
Ａ
Ｉ
の
利
用

要
領
の
策
定
を
進
め
る
一
方
で
、

ハ
ル
シ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
誤
情

報
の
拡
散
な
ど
、
体
系
的
に
学
べ

る
茨
城
県
提
供
の
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ

や
リ
モ
ー
ト
ラ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ

ラ
ム
研
修
を
周
知
し
、
全
職
員
に

対
し
積
極
的
な
受
講
を
推
奨
し
て

い
ま
す
。

　

Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
に
掲
げ
る
、
デ

ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
状
況
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

総
務
部
長　

デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成

を
組
織
的
に
推
進
す
る
た
め
、
各

部
署
の
中
堅
職
員
を
中
心
に
「
Ｄ

Ｘ
推
進
リ
ー
ダ
ー
」
を
選
定
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
１
月
か
ら
、

民
間
企
業
で
専
門
的
知
見
を
培
っ

た
「
地
域
活
性
化
企
業
人
」
を
受

け
入
れ
、
こ
の
外
部
の
専
門
人
材

と
各
部
署
の
Ｄ
Ｘ
推
進
リ
ー
ダ
ー

と
の
伴
走
型
の
対
話
に
よ
り
、
Ｄ

Ｘ
を
牽
引
す
る
自
律
的
な
人
材
育

成
の
体
制
を
確
立
し
て
い
き
ま

す
。

◇
そ
の
他
の
質
問

住
民
サ
ー
ビ
ス
へ
の
生
成
Ａ
Ｉ
活

用
と
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
の
見
直
し
に

つ
い
て　

行

政

事

務

に

お

け

る

生

成

Ａ

Ｉ

の

利

活

用

推

進

に

つ

い

て

赤
あかつか

塚　千
ち な つ

夏 議員

谷
や な か

中　理
り く

矩 議員

動画は
こちら

動画は
こちら
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議
会
を

　
　

傍
聴
し
ま
せ
ん
か
？

　

よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
議
会
を

身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
議
会
傍
聴
や
施
設
見
学
を　

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
各
種
団
体

や
学
校
の
社
会
見
学
に
お
取
り　

入
れ
く
だ
さ
い
。

　

次
の
定
例
会
は
12
月
に
行
い
ま

す
。
詳
し
い
日
程
は
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

 

議
会
事
務
局

℡ 

０
２
９
６
‐
48
‐
１
１
１
１

（
内
線
４
１
１
０
）

　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
は
、

議
会
の
活
動
や
審
議
内
容
、
議
員

の
一
般
質
問
な
ど
を
町
民
に
分
か

り
や
す
く
伝
え
る
た
め
、
議
会
だ

よ
り
の
編
集
を
行
う
委
員
会
で

す
。
掲
載
す
る
記
事
の
選
定
や
内

容
の
確
認
、
紙
面
の
構
成
な
ど
を

検
討
す
る
、
委
員
５
名
と
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
で
議
長
が
出
席
す
る
委

員
会
で
す
。

　

議
会
の
情
報
を
広
く
発
信
し
、

町
民
の
町
政
へ
の
理
解
と
関
心
を

深
め
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。

議会だより編集委員会

ってどんな委員会？

問
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八八や

ち

よ

や

ち

よ

千
夜
千
夜
一一い

ち

や

い

ち

や夜夜
物物も

の
が
た
り

も
の
が
た
り語語

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
inin
や
ち
よ

や
ち
よ

2026．

11.28
12:00～19:00
点灯式16:45～

八千代町役場
庁舎前
（八千代町大字菅谷1170番地）

 S
A
T

最新情報はこちら▶
（町ホームページ）

【問い合わせ】　【問い合わせ】　
☆イルミネーション点灯式について：秘書課広報 PR 係（内線３５３０）☆イルミネーション点灯式について：秘書課広報 PR 係（内線３５３０）
☆はくさいサミットプレイベントについて：農政課農業振興係（内線２２３０）☆はくさいサミットプレイベントについて：農政課農業振興係（内線２２３０）

　　

【同時開催】
はくさいサミットはくさいサミット
プレイベントプレイベント
★白菜クイズ
　（プレゼントあり）
★白菜グルメ提供
★フォトスポット設置
　　　　　　　　　など

　
　
広
報
や
ち
よ
　
　
令
和
８
年
11
月
１
日
発
行
　
　
　
　
　
　
　
　

№ 805

編
集
発
行
：
八
千
代
町
秘
書
公
室
秘
書
課
　

〒
300-3592

茨
城
県
結
城
郡
八
千
代
町
大
字
菅
谷
1170

番
地

☎
0296-48-1111（

代
）　
FAX0296-48-0161

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
https://w

w
w
.tow

n.ibaraki-yachiyo.lg.jp


